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ｔ
〓
ｉｌｌ
流
■
年
Ｒ
¨
会
■
設
立
さ

●
ま
し
た
こ
ル
一は
　
ｔ
賀
川

に
と

一ッ

て
　
Ｆ
上
的
な
〓
■
を
■

つ
ご
＋
富

で
ら

，
　
そ
の
議
■

に
■

，
ら
お
世

び
日
し
上
げ
ま
す
．

■
¨
ｔ
ｒ
ｌｌｌ
は
　
い
に

し
た
よ
り

■
ど
―，
に
日
■
の
音
成
を
与
え
な
●

ら
も
　
人
Ｌ
■
＝
”
■

■
、
■
■
●

Ｆ
Ｉ
　
ｔ
化
を
青
み
　
Ｉ
ｔ
は
百
デ

ｒ
出

の
流
■
と
し
て
日
本
を
す
え
て

ま

い

．̈
〓
′．　

■

■

え̈
の
な

■
っ
の

で
あ
］
ま
す
．

Ｉ
´
■
し
■
■
な

こ
と
に
、
■
Ｌ
ＩＩＩ

こ
の
間
わ
い
が
千
１
化
す
る
中

で
、

九
川

の
河
川
で
は
■
質
は
ワ
ー
ス
ト

ゴ
ミ
は
大
Ｌ

ｔ
■
千
さ
れ
　
か

っ
て
の
日
■
■
■
●
■
わ
れ
る
と

，．

う
問
題

，
■
一え
て
お
り
上
す
．

こ
の
た
め
　
皆
■

に
は
流
●
■

に

各
種

の
，

民
国
仁
を
発
足
さ

れ
，

ｔ

ｔ
虐
動
を
晨
問
し
て
い
た
た

い
て
ｔ，

る
と
こ
ろ
で
す
が
　
さ
ら

に
今
回

，１

●

よ
う
に
　
流
域
全
■
で

一
致
国
■

し
、
■
●

●
「
一古
■
、

●
Ｆ
一―――
一の
問

題
を
強

■
に
■
れ
す
る
●
亡
を

つ
け

ら
れ
た
こ
と
は
遠
賀
川
の
本
■

に
お

い
ず
・■
・●
′ヽ
■

っ
て
い
る
た

，
，
つ
て

あ
り
ま
す
．

■
Ｉ
ｔ
ｔ
ｉ
会
を
は
じ
め
と
す
る

●
ｉ
ｌ
行
●
●
よ
り

一
后
”
Ｈ
■
に

よ
り
　
十
々
Ｆ
々
に
〓
き
＝
ぐ
こ
と

の
で
き
る
遠
賀
川
に
〓
る
よ
う
努
め

て
よ
¨
り
た
い
と
■

っ
て
お
り
ま
す
．

貴
会

の
■
発
■
を
お
析
「

い
た
し

ま
す
．

一
●
●

一
Ｆ
Ｉ

一「

Ｉ

Ｌ
　
■
塚
市

　

の
が
み
フ

レ
ジ

テ
ン
ト
ホ
テ

ル
に
卜
一

■
て

　

．，■
賀
川
流
■
■

民

の
会
」
設

■
●
■
を
円

理
Ｆ
ｌ
ｉ
ま
―
」〓
ｔ
．

当
日
〓
　
国
十
交
通
言
〓
賀
――Ｉ
Ｔ

事
〓
●
■
注
野
〓
司
一■
●
　
●
”
卓

■
■
ス
」̈
長
　
■
■
■
直
●
市
長

北
ｔ
川

口
■
道
■
■
野
浩
局
長
を
Ｌ

Ｌ
“
　
県
お
よ
び
各

一
■
■
■
ら
た

く
さ
ん
●
■
虫
「
係
青

に
も
■

刷
Ｌ

■
一
一
一
３
一
■
一
‐
一一
ヽ
．

一〓
■
に　
　
■
上
一一
卜
一
■
フ
‐‐‐口
「
一^
一月
‐―‘一
」
ヘ

ー
　
●
０

，
三
　
一■
賀
川
共
行

，

］呵
言
●
●
■
一
″
つ
［，
千
、
い
一
に
一
に
ヽ
・　
一
一

●
団
体
　
Ｌ
車
者
と
Ｌ
も

に
　
　
一遠

賀
川
流

，
Ｆ
民
の
■
一
●
サ
ｔ
を
祝

¨
〓
ｒ
ｔ́
■
■

ｔ
■
■
■
　
設
■
一ｉ
ｉ
〓
〓
“
び
■
¨

「
を
重
認
．
　

■
賀
川
流
■
住
民
“

ｉ
」

”
世
話

＾
ｔ
ｉ
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら

―
ム
〓
選
出
　
●
話
■
■
■

に
常

―――

■
〓
Ｆ
´
選
出
し
ま
し
た
．

ｔ
会

，
了
後
　
六
■
増
氏

一ｉ
琶

＝
　
一■
＝
六
質
Ｆ
■
■
性
■
事
〓
局

長
一
の
記
〓
請
●
　
そ
の
任
　
交
流

〓
か
　
和
や
■
■
キ
一Щ
気

の
中
で
■

わ
れ
　
■
流
¨
ら
一、
流
ま
■
　
た
賀

―――
の
一■
・■
‘
同
いけ
て
新
〓
■
な
―――
〓
一
´
・

ｔ
ｉ
Ｌ
よ
し
た
．

”
団
ト
　
ー
「
●
り
■
が

，

１１１

遠
川
流
域
住
民
の
会

設
立
に
当
た

っ
て

十
話
人
代
表
　
■
一山
邦
彦

私
た
ち
の
違
資
―――
は
古
代
よ
り

流
域
で
■
活
し
て
い
る
動
植
物
の

命
の
水
を
提
●
し
続
け
て
い
ま
す
．，

し
か
し
　
私
た
ち
は
　
こ
の
命
の

水
を
当
た
り
前
と
思
い
酢
使
続
け

て
い
ま
す
．

そ
の
こ
と
に
気
が
付
き
何
と
か

し
な
け
れ
ば
Ｌ
　
Ｉ
十
年
前
よ
り

流
域
各
地
で
色
ん
な
団
仏
が
日
■

的
に
活
動
を
行
な
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
，

遠
賀
川
流
域

で
個

々
に
着
ヨ
し

て
い
る
団
体
が
連
携
を
国
り
、
情

報
交
換
■
人
的
交
流
を
促
進
し
、

連
●
川
流
域
円
の
河
川
輩
境

や
水

質

の
同
Ｉ
及
び
経
済

の
発
展
に
寄

，
す
る
こ
と
を
日
的

に

一遠
賀
川

流
域
住
民

の
会

一
を
■
■
し
ま
し

た
．流

域
“
万
人
の
生
活
の
■
台
で

あ
る
遠
賀
川
の
再
■
に
真
剣
に
収

り
組
む
時
期
が
今
だ
と
＝
い
ま
す
。

国

県
　
市
町
＝
と
連
携
を
図

り
な
が
ら

一
人
ひ
と
り
が
行
動
を

起
こ
さ
れ
る
こ
と
■
期
待
し
ま
す
．

私
た
ち
の
活
動
日
標
は

山
を
守
り

川
を
生
か
し

海
を
生
か
す

そ

し

て

人
が
活
か
さ
れ
る

岬諾蔽域住民の会設立総零

■■ ■■(:|●

'■

 ■1■買■■■●元言

■■長)0■ ==●
を開t =と しての1菫 ■

を導 t・ て,ltt,|た Liて した.

十
五
年
間
の
人

マ
の
想
い
が
芦

ま
れ

「還
賀
■
流

，
住
民
の
会
」

が
発
足
．
遠
賀
川
の
再
生
に
向

け
て
さ
ら
に
「
が

工
が

っ
た
。
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これ ま F ″な 取 り組 み

遠賀川水環境を考えるシンポジウム

通賀川人財募集

遠百川流けで 「■l■ ,く りJや 環境 F[虐Jに lRり

桐まれている 時三■Jを
=集

t´ ます.達 人は,i貰 1流
●午民0,会 に登録いただき 会と [´ て 「垣賀1■ 11バ

ンク」の冊Tを 自=1■ し
=す

.

|'、 IJバ ンクJに生 lT‐ いただいた辻人は ■  ■

1た など ■ど1,た ちんi t'=の歴史 文 |ヒ |イ '「環境

教育Jな ど 十´
`ヽ

 達ぶ [え る

「

るなどの|[点 |.

ら11導■び助岳者として また Jす
`上

L■吉など

講師として 告■画で幅広く活IF[´ て,ヽ ただきた|ヽ と

考えて|ヽ まデ.

喜集万注
「■■1■蔦ltJに ,itの 事項を記入ください

.

コ■他市はF]い ません .

子どもI‐ に 達 SII t´ さ 十ぶ共しさを、人人か

ら 1者 に
=え

た11L考 えます.

1小 さい取り■みでもた●迎 |

間含せ先

遠賀川流 itl‐ の

`ヽ

 ■■■

1有ホ康た  I: 11 094745-0594
重最11百■が―

`要
な■

‐
1ま 壇当してくたさt'.■

■返 :ヽ たします .

X「人‖バンクJI)冊 子は、古さん|,こ 陥力で■未 1

4J・ ります.豊かな自然と =力 .な 人々が生し
=賀

|

ためさしてこ略ブJカリいします.

二
月
十
六
日

一土
一　
ユ
メ
ニ
テ
ィ
の

お
か
た
に
“

い
て

　

一遭
賞
川
水
環
境

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
　
Ｌ
三

〓
通
省

達
小
遭

水
出
廿

ｔ
貨
＝
流
●

住
民
の
会
の
共
催
で
問
世
さ
れ
ま
し
た
。

一川
「，
ら
地
球
■
■
を
十
え

る

一
を

テ
ー

マ
に
近

――
然
工
学
研
究
末

の
山
＝

正
俊
氏

よ
り
墓
証
誰
●
．

引
き
続
き
　
●
画
小
学
●
　
四
年
十

が
　

「僕
た
ち
■
た
―
，
の
オ

の
川
を

つ

く
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
　
■
■
発
表
ｒ

行
な
わ
れ
　
川
の
■
物
と
人
と
の
■
存

の
あ
り
■
を
円
う

一
劇

に
　

，
＝
者

一

同
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
．

■

い
て
　
足

日
，―、
十
菫
　
五
十
三

に

よ
る

一十
ケ
の
キ
」
で
　
す
ケ
が
さ
ま

ざ
ま
な
■
告

に
も
Ｆ
け
な

ｔ．
で
　
生
ま

れ
た
川
に
長
る
ま
で
の
様
子
を
熟
演

子
ど
も
た

ち
の
感
性

の
す
ば
ら
し
さ
を

，
じ
る

Ｔ
劇
で
し
た
．

パ

イヽ
ル
テ
イ
ス
”

ッ
シ
ョ
ン
で
は

流
■

の
代
去

〓
が

「了
と
も
達

に
●
え

、
１
ィ

ーー‐

っ
て
い
い
な

一
で
そ
れ

ぞ
れ

の
■

い
が
語

●
ま
―
´
た
。

二
月
十
１１
、
地
以
交
流
ｔ
ン
タ
ー
九

州
亨
ｉ
所

の
■
本
さ
ん
に
同
行
．
六
ｉ

県
大
岬
川
を
札
＋
　
に
係
〓
Ｌ

，
流
を

行

一ヽ
い
ま
し
た

．

夫
Ｉ
ＩＩＩ
流
●
は
、
住
民
と
川
と
の
間

わ
り
が
洋
く
、
河
■

●
量
は
そ
の

一
つ

で
　
川
の
仲
間
の
活
「
拠

点
　
交
流

の

場
　
子
ど
も
辻

の
学
習
の
■
Ｌ
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
Ｌ
の
こ
と
で
す
．

「遠
賀
川
流
域
住
民
の
会
」
報
告

昨
年
十
二
月

　

「逮
賀
川
流
域

住
民
の
会
」
の
設
立
ｒ
会
を
終
え

半
年
が
経
過
し
ま
し
た
．

世
話
人
会
で
は
　
違
賀
―――
の
再

生
に
阿
け
て
　
会
と
し
て
何
を
な

す
べ
き
か
　
日
標
　
到
建
点
を
論

議
し
、
大
き
な
柱
五
点
を
定
め
、

そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
分
担
し
　
提
案

全
体
で
進
め
て
き
ま
し
た

一　

環
境
　
水
質
改
善
卜
年
計

画
に
つ
い
て

二
　
Ｎ
け
０
■
人
Ｔ
ち
上
げ
に

つ
い
て

三
、
人
材
バ
ン
ク
冊
子
■
成
に

つ
い
て

四
　
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
エ
ち
上
げ

に
つ
い
ｆ
ヽ

五
　
ム
繹
紙
発
行
に
つ
い
て

大野川視察
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下 草 X」 りのご 協 力を
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日程  8月 4日 (日 )8時 30分 受付 9時 間会

場所  大限小学校運動場 (嘉 穂口J役 場裏 )

服装  作業の出来る服装

持つてくるもの 水筒 錬(準 備もあり)

ビ地よt● |■ ■■た● ま 名:11■ ビー |し に
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一′ヽキJ

―で占■ ■ Lt''F‐ ■1■ 1,、 10つ い円||,i'=

問tiわ■■ 竜言 |,48511212
キ||■ 渋 |■ 』Fi■ ■

"1画
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|'● |り ■ |.■,ば t'Eえ たよ |
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“

,「 ■=

■
月
十
七
日

一「
一
に
■
Ｔｉ
画
Ｈ

の
■
世
活
コ
十
日

，
し
ま
し
た
．

一卜
流
■

の
北
上
川
一
　

古
Ｅ
可

中
流
■

●
――‐
間
Ｔ
　

，
●
■

　
ま
た

■
主
組
合
十
＝
場
の
■
ｍ
　
■
■

●

皆
き
た
な
ど
〓
Ｉ
＝
■
●

の
■
方
面

か
ら
多
数

の
●
■
を
■
〓
誠

に
有
峙

つヽ
〓

，ｃ
い
〓
Ｆ
し
一
■

４
回
¨
＝
日
は
個

人
の
山
＝
拘

甘

〓
二
千

下
の
ケ
ヤ
＋
十
ク
ス
キ

オ

エ
デ
な
ど
●
〓
〓
薔
菜
卜
を

，
世

―
一上
一
―
一一
′ヽ
．

情
●
¨
日
的
Ｌ
し
て
は
　
目
■

¨

■
を
十
二
さ
せ
て
保
水
方

を
高
ら

■
■
し
た
■
■

を
，

治
す
る
Ｌ
≡
に

流
ユ
の
皆
さ
た
が
河
―――
環
■
間
襦

ヘ

●
意
識
■
高
ま
る
こ

こ
を

，

っ
て
い

ま
す
．

■
れ
か
ら
も

，

■
で
の

，
■
を

，
Ｆ
し
て
＝
同
出
■
を
■
●六
丁
る
Ｌ

と
も
に
、
一コ
ｉ
■
■
０
‘
■
に
よ
り
、

売
竃
し
た
山
＝

●
ｔ
打

ち
や
■
年
な

ど
　
で
き
る

こ
こ
ろ
か
ら
活
「
キ
一社

け
た

「
七
吉
・え
て
一
よ
十
．

0「昌●●生■■皆さん■二■■
=「

に,こ J(― ンテ■
「

協工事についてみんなで語ろう
:111ビ |II■ i`|

彦出∫||と中元奢ξ:|

図

“

尺|ク・ oo

昨
年
」（
月

十
九
日

か
ら
二
日
間

に
■
●
し
た
人

―ｌｉ
■

で
、
Ｆ
山
＝

と
■

元
■
＝

●
■
ヽ
地

ｉ
で
河
ｒ

が
出
〓
し
ま
し

た
　
ｉ

Ｆ
　
ｔ
賀

＝
工
亨
■
■
■
山
川
出
張
可

て

■
■
■
旧
二
三
と
し
て
■
岸
〓
伴

●̈
・Ｌ
「
さ
れ
て
い
ま

ず

そ
こ
で
　
「
＝
ふ
る
さ

三
＝
づ

く
サ

■
■
会

で
Ｌ
　
年
二
の
■
場

■
ら
〓
む
諄
■
■
亨

に
つ
い
て
き

見
を
〓
七
“
　
今
後

の
■
岸
坐
Ｆ

一
一
一́

Ｐ
し
ｆ
ヽ
」
一
一
´
に
■ご
一
に
い
●
■
一〓

．̈　一ｔ
ｈ　
■■
ｉ
′

■
＝
ホ
■

の
役
割
　
Ｈ
●
Ｌ
の

共
生
　
人
が
＝
し
き
河
川
　
な
ど

な
ど
　
い
ろ

「
ろ
な
「
Ｆ
か
ら
一訂

し
一「
」
ヽ

，‘
・〓，
．

今
回
は
　

，
■

，
■

●
万
に
も

可
■

に
つ
い
て
　
雫
■

に
■
り
上

げ
一
・一Ｆ

ヽ
辿
世
な
●
■
●
」
一品
Ｌ
＾
日

っ
て
い
き
た

΅
七
考
え
一
ヽ
Ｔ
一一す
．

気
半
に

，
加
し
て
く
だ
さ

い
．
お

一＝
＋っ
‐し
一ｔ
」
十
一
・〓，
．

…

=,「'く

さと,「
=く

し●,■ 3月定,峰●■ J

「

■恵■■■,ぃ |=■■■大手上オ■,「 プ タ

二
一

一

一

●

一

。

二

i口 :=コ |=■ tに■ [「 ■うここ:|]■ l■  t民¨■望 |モ ′,レ ■言え

■■]i',●  ]● F III〕 言プラ :′ ●
=■

と「 ,こ _■ F,,=L「 :|■ ■

田川ふる さと川づ く り交流会

開催 日程のお知 らせ

日程 8月 1日 (木)1900～
会場 田川市民会館

定例会議以外でも、話し合います。

問合せ先

日
'||ヽ

るさと′づくり交流会

遠賀川工事事務所田川出張所

T[[094744-0568, 崎 吉日
:′ コ′●■■t●遭■●あり■■

=[■
|=t
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/1州「川」のワークシ3ップ開催。作品募集
ソLI‖ 口IJの ワークショップ実行委員会

九J‖ |IJこ)ワ ータショ,ブ と|よ
「い■1と 1ま ||ヽ |「 いい|:|● くりとは何

tiを IL■■民T体 と行」1111川首■|='■ : =に

'し

て  Fに l■ ろうし

する|,こ )で す.十年 ―11い 1日 を■世‖t市でに催 とても‐
l計 0し た.

■i,ti2回 「丸,‖ 7‖ _の ワークショップJを 卜1豊 いたし
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開催要項

2002年 9月 14日 (土 )～ 15日

9月 14日 1佐賀大学農学部
15日 i佐賀県立森林公園

(日 )

(1200～ 2● 00)

(1000～ 1600)
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1応募 参加方
'■,― クショップで,卜 表するIL'、  国

「
|ま  ||■川11に 記共 事務局まで

■:た . 2002年 8月 9日 ,着‐ lit  ,7ァ クシミリ  メ ー,,‐■1l t,こ み.

↑表|パ ネル ■ 卜■イズ
'|l i去

当日■場へ行●.尚  IF■ Jビー

を 1当 J責刊■
「 "た

め, 8「 231+==「 ]■.首
.

当日■1日 F)みの
=|, 

市し■■用Iに■■し +●局まで]|,1く たさt●

作品発表方法

六人の部

全体 Lッ ション

パネ■セッション  1可 ‖=に つき 10,'「●

子どもの部 Ⅲlヽ ■Iヽ 中学■■■1 ,1:15
:TI■ |,発表1l F]3■  i吋

=担
7■程度.

その仕   ■ 1 日|)|え |よ ■市■を

'何

「1

百克交i彙 7分程●行なつ

■●
=と

■1日 音|'|1論 .

(300～ 5■111

■■ ●・・ プロフイール

■||■ ま́  ●・‐つ.ら 」n
t■■●.目 ムの環境間[
を■liし  ‐ を促言つる

`|
宵■■音0)■ 1人

=

五平人船 進水式

日fi 7月 20日 午前 10時より

会場 遠賀川工事事務所

飯塚出張所前河川敷

,1■ 1流●,Ш I■ は 「t■ 11市 11■ ■1)■ |

■■■
「

■ t●Ⅲiトユ[阜 |■■し,ti■
1■ で¬ こ
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 ■11Ⅲ ■

=百
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 ||||:六

LI:■ |,4■15-1314

E man‐ k uekil● cl ocJ、 ocn ir¬P

:―シヨン

同い合わtt
第2コ九1‖ ]拍 のワークショップ実行委員会■11局  担当 成:J言之

〒諄 |―||:5 1ili市 木 1京 2丁  11-13-215
TEL&F■■ 1052-2C-44SC
E llこ11kdl 10「 10● d1l cc=ら gョ ll ar il]
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遠賀川を美 しくするための講演会 第 3弾

キ ミよ歩いて考えようよ

と き 2002年 3月 2二 日 1土,1■ 00‐‐16

ところ =岩絆
=会

館…,17市役所キ‖ 前

話 :雨 芋丼 純氏 (,中 縄大学″授 )

重十′1 500■

00

i 催  l LOヽE E■ 1流●1● 民●li会 卜

'■

■J「́ を求めう亨■■

子や孫に安全でおいしい

水を飲ませたいという廠

いを込めて いのらの源
「水Jに ついて 宇井 lt

先生を四んで語り合いま

しょう。

I LOヽT遠 賀
"l住

民交流会

In赤 旭開催 のご案内

口■ 9月 7口 (■ )

会場 it,同 ,■に,■■ ヽ 子

赤t町は■と清流、詢Eと

す語の町です 町のヤ夫を

'慟力|が流れ、上野北工は北え

力1回 え公 日に両 し、上野咲、

福地

“

な ど自然 になまれて

います.

今回第 8● I LOVE遠 賀

川住 民え流会 を・I池町 て行

ないます..T●は人口ご案内
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や
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サ
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遠
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を
発
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源
に
し
て
、
地
方
議
会
に
よ
る
意

見
書
採
択
や
国
会
請
順
書
逗
動
を

全
国
に
展
開
し
て
き
ま
し
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現
在
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デ
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ッ
ト
制
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入
を
求
め
る
国
会
請
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一
の
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年
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問
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こ
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